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平成2６年 習志野市議会 第三回定例会

平成２６年 習志野市議会 第三回定例会が、９月１日から９月３０日まで開かれました。
一般質問は、９月１７日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内
（市議会議会中継）においても動画配信をしております。

１． 第二斎場建設用地に関する現状と課題は何か。

２． 習志野市における今後の重要施策は何か。

議案第３６号「習志野市習志野文化ホールの
設置及び管理に関する条例の制定について」

◎第１０回「議会報告会」開催のお知らせ◎

議会報告会を通じ、みんなの声を市政に届け、地域における諸問題を少しでも改善していきたいと考えており
ます。是非この機会に、ご友人・知人の方をお誘い合わせの上、ご参加いただけますようご案内申し上げます。

★ご要望があれば、出張議会報告会も行います。お気軽に相原携帯までご連絡ください。
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■所属会派 環境みらい （環境都市習志野をめざし超党派で結成）
■所属委員会 〇議会運営委員会 ○総務常任委員会（副委員長） ○農業委員会
■特別委員会 〇公共施設調査特別委員会（平成26年習志野市議会第三回定例会で終結）

■本紙は再生紙を使用しております。■発行日：平成２６年10月2５日

２月15日 日

討議資料

「
要
望

」

市
民
が
、
健
康
で
、
長
生
き
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
検
診
に

よ
る
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
急
務
の
課
題
だ
と
考
え

る
。
年
度
会
計
で
み
て
い
た
ら
、

医
療
費
の
増
大
は
と
ま
ら
な
い
。

対
処
療
法
で
は
な
く
事
前
予

防
へ
の
長
期
に
わ
た
る
政
策
と

し
て
「
健
康
寿
命
維
持
計
画

」
と
い
う
よ
う
な
政
策
転
換
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
習
慣
に
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

言
え
る
。

医
療
費
の
抑
制
は
、
健
全
な
自

治
体
運
営
を
行
う
上
で
、
必
要

不
可
欠
な
課
題
と
言
え
る
。
予

防
施
策
に
力
を
入
れ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
す
ぐ
に
、
数
字
に
表
れ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
対
処
療

法
的
年
度
会
計
の
自
治
体
運

営
で
は
、
習
志
野
市
の
将
来
都

市
像
に
は
程
遠
く
感
じ
る
。
信

念
を
持
ち
継
続
し
て
能
動
的
に

予
防
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を

切
に
希
望
す
る
。

こんにちは、相原です。今年の7月末に会派にて秋田県小坂町という人口

約6千人の町にある、グリーンフィル小坂という施設を視察してまいりました。
習志野市の溶融飛灰の最終処分を依頼している施設です。近年のニュースで
2040年には、日本の約1800ある自治体のうち８９６自治体が、消滅の危機を迎え、
そのうち、523自治体の人口が、1万人割れしてしまうというまた、2050年には
人口が半減してしまうという報道がされています。私は、今回の視察によって、
強く感じたことがあります。それは、習志野市だけ良ければ、市民生活が安全で
安心に過ごせるとは限らないということです。今後、国の動向にも十分注視しな
がら自治体経営をチェックしていく必要があるとあらためて感じました。
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開催時間１５：００～１７：００

１５：００より受付開始

会場：鷺沼集会所【根神社の下（社務所）】

【一般質問】

【議案賛成討論】

みんな、つながっている。
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
習

志
野
文
化
ホ
ー
ル
は
、
開
館
に

至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
助
成
金

合
計
は
、
八
十
五
億
四
十
万
五

千
八
百
四
十
七
円
で
あ
る
。

今
回
の
市
の
直
営
施
設
と
す
る

一
番
の
理
由
は
、
今
後
の
修
繕

計
画
に
お
い
て
約
十
五
億
円
の

改
修
工
事
費
用
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
公
益
財
団
法
人
習
志

野
文
化
ホ
ー
ル
で
は
賄
え
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。

市
内
の
学
校
に
お
い
て
、
音
楽

に
関
す
る
全
国
レ
ベ
ル
で
の
成

績
は
、
他
の
自
治
体
に
類
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
。
本
市
に
は
、

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
と
い
う
本

番
さ
な
が
ら
の
演
奏
環
境
が

議
案
第
36
号

賛
成
討
論

抜
粋

11月は、
健康なまち
習志野
推進月間

整
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
は
、
市
内
の
学
校

教
育
に
お
け
る
音
楽
の
拠
点
で

あ
る
。

続
い
て
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

は
条
例
制
定
後
は
、
市
の
保
有

す
る
直
営
の
公
共
施
設
と
な

り
、
公
共
施
設
再
生
計
画
の
対

象
施
設
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

運
営
面
に
お
い
て
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
は
、
予
約
方
法
や
減
免

措
置
な
ど
を
本
年
四
月
よ
り

大
き
な
見
直
し
を
行
っ
た
。
こ

れ
ま
で
利
用
し
て
き
た
市
民
か

ら
は
、
問
い
合
わ
せ
が
、
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、
今
回
の
運
営
面

の
変
更
は
、
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
市
全

体
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
ま
さ
に
受

益
者
負
担
の
発
想
の
本
格
化
だ
。

つ
ま
り
、
受
益
者
負
担
の
発
想

な
く
し
て
、
持
続
可
能
な
施
設

の
維
持
管
理
、
運
営
は
困
難
だ

と
い
う
こ
と
。
困
難
と
は
、
将
来

世
代
に
、
さ
ら
に
利
用
で
き
る

施
設
を
縮
小
し
て
し
ま
う
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
を
市
民
に
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
理
解
し

て
頂
く
こ
と
を
切
に
求
め
る
。

2015年

限
り
あ
る
財
源
だ
か
ら
こ
そ

予
防
施
策
に
重
点
を
置
く
べ
き
。



一
般
質
問

「
質
問

」

習
志
野
市
に
お
け
る
今
後
の

重
要
施
策
は
何
か
。

「
回
答

」

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
は
、
「
本
格
的
な
少

子
高
齢
化
時
代

」、
「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

」、

「
公
共
施
設
の
再
生

」、

「
求
め
ら
れ
る
地
方
自
治
体

の
自
立
と
協
働
の
推
進

」
の

四
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
で

は
、
将
来
都
市
像
「
未
来
の

た
め
に
～
み
ん
な
が
や
さ
し
さ

で
つ
な
が
る
ま
ち
～
習
志
野

」

を
掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す
べ

く
、
「
支
え
合
い
・活
気
あ
ふ

れ
る
『
健
康
な
ま
ち

』
」、

「
安
全
・安
心
『
快
適
な
ま

ち

』
」、
「
育
み
・学
び
・認
め

合
う
『
心
豊
か
な
ま
ち

』
」

の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
併
せ
て
、
そ
れ
ら
を
支
え

る
自
立
的
な
都
市
経
営
の
推

進
と
し
て
、
「
公
共
施
設
の
再

生

」、
「
財
政
健
全
化

」、

「
協
働
型
社
会
の
構
築

」
の

三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
定
し
、
本
年
四
月
か
ら
基

本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画

が
始
動
し
て
い
る
。

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
ら
三
つ
の
目
標
及
び
三

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基

づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
本

市
の
最
重
要
施
策
と
し
て
捉

え
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
全
世
代
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
な
ど
は
、
重
要

度
が
高
く
、
前
期
第
二
次
実

施
計
画
に
向
け
て
、
そ
の
取
り

組
み
を
更
に
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

「
質
問

」

本
市
に
お
け
る
が
ん
健
診
の

受
診
率
は
？

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
市
民
の

乳
が
ん
検
診
率
と
子
宮
が
ん
検
診
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
全
額
無
償
化
を
求
め
る
。

上
は
、
重
要
と
考
え
、
次
の

三
点
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
点
目
は
、
母
子
保
健
事
業

の
中
で
、
若
い
母
親
世
代
を

対
象
に
、
検
診
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
紙
芝
居
な
ど
を
使

い
な
が
ら
啓
発
し
て
い
る
。

二
点
目
は
、
子
宮
が
ん
検
診

と
乳
が
ん
検
診
の
到
達
年

齢
で
あ
る
、
二
十
歳
、
三
十

歳
、
四
十
歳
女
性
の
検
診
未

受
診
者
に
対
し
て
、
受
診
勧

「
質
問

」

年
平
均
に
換
算
す
る
と
、

三
％
の
増
加
と
い
う
答
弁
だ

が
、
十
年
後
の
医
療
費
の
見

込
み
は
い
く
ら
か
？

「
回
答

」

大
幅
な
制
度
改
正
の
な
い

場
合
の
試
算
に
は
な
る
が
、

平
成
二
十
五
年
度
の
保
険

給
付
費
、
約
九
十
六
億
九
千

万
円
か
ら
、
十
年
後
の
平
成

三
十
五
年
度
に
は
約
百
三

十
億
二
千
万
円
と
な
り
、
約

三
十
三
億
三
千
万
円
増
加

す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。
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す
る
こ
と
で
、
対
象
者
に

と
っ
て
受
診
意
義
の
あ
る
健

診
を
実
施
し
て
い
る
。
加
え

て
、
協
力
可
能
な
健
診
実
施

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
大

腸
が
ん
検
診
等
と
の
同
時

実
施
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

受
診
し
や
す
い
体
制
に
努
め

て
い
る
。
疾
病
の
早
期
発

見
・早
期
治
療
は
、
重
症
化

を
防
ぎ
、
病
気
を
発
症
し
た

後
の
生
活
の
質
で
あ
る

Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
医
療
費
の
伸
び
の

抑
制
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
受
診
し
や
す
い
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
質
問

」

乳
が
ん
・子
宮
が
ん
検
診
の
若

い
人
の
受
診
率
向
上
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

「
回
答

」

全
国
的
に
、
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
の
罹
患
率
は
増
加
し
て

お
り
、
特
に
、
子
宮
が
ん
で

は
、
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
、

乳
が
ん
で
は
、
四
十
歳
か
ら

五
十
歳
の
若
い
世
代
に
増
加

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

若
い
世
代
の
検
診
受
診
率
向

線
検
査
と
胃
が
ん
検
診
を

同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
「
肺
・胃
検
診
同
日
実

施

」を
日
曜
日
に
二
回
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
育

て
を
し
て
い
る
方
が
検
診
を

受
け
や
す
い
よ
う
、
子
宮
が

ん
の
集
団
検
診
会
場
で
は
、

お
子
さ
ん
の
お
預
か
り
を
実

施
し
て
い
る
。
次
に
特
定
健
康

診
査
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
、
対
象
者
へ
の
意

識
づ
け
の
た
め
、
特
定
健
康

診
査
の
受
診
券
送
付
を
個
別

通
知
と
し
、
案
内
文
を
同
封

す
る
こ
と
で
健
診
の
重
要
性

と
と
も
に
、
受
診
の
方
法
や

健
診
の
流
れ
等
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
定

健
康
診
査
導
入
時
か
ら
費

用
負
担
を
無
料
と
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
国
の
示
す
基

本
項
目
に
加
え
、
本
市
独
自

の
検
査
項
目
と
し
て
、
糖
尿

病
等
に
よ
る
腎
機
能
障
害
を

調
べ
る
「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ

ン

」や
血
管
を
傷
つ
け
る
因

子
で
あ
る
「
尿
酸

」な
ど
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

に
効
果
的
な
項
目
を
追
加

続
き
は
裏
面
へ

「
質
問

」

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

は
？

「
回
答

」

平
成
二
十
四
年
度
は
33
％
で

あ
り
、
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
。

「
質
問

」

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検

診
の
自
己
負
担
金
を
無
償

化
と
し
、
若
い
世
代
の
受
診

率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
い
か
が
か
？

「
回
答

」

が
ん
検
診
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る

」と
い
う
健
康
の

自
己
管
理
と
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
平
成
十
六
年
度

以
降
、
肺
が
ん
を
除
く
す
べ

て
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
自

己
負
担
金
を
定
め
て
い
る
。

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
に

つ
い
て
は
、
お
申
し
出
に
よ

り
自
己
負
担
額
を
免
除
し

て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
が
ん
検
診
を
円
滑

に
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

世
代
を
問
わ
ず
、
受
益
者
に

一
部
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

自
己
負
担
金
を
無
償
化
に

す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。

「
質
問

」

受
診
率
向
上
に
向
け
、
市
民

が
受
け
や
す
い
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
？

「
回
答

」

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
例

年
、
受
診
者
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子

宮
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
「
が
ん

複
合
検
診

」
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
五

年
度
よ
り
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス

奨
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
る
。

三
点
目
は
、
本
市
の
「
が
ん

検
診
等
の
お
知
ら
せ

」の

通
知
方
法
の
変
更
で
あ
る
。

現
状
の
「
世
帯
主
宛

」か

ら
、
来
年
度
に
は
「
世
帯
連

名
表
記

」に
変
更
し
、
世
帯

内
で
検
診
の
対
象
者
と
な

る
方
す
べ
て
を
宛
名
表
記
す

る
こ
と
で
、
個
々
へ
の
検
診

の
お
知
ら
せ
で
あ
る
こ
と
を

意
識
づ
け
す
る
よ
う
に
す
る
。

医
療
費
の
推
移

「
質
問

」

第
二
斎
場
建
設
用
地
に
関

す
る
現
状
と
課
題
は
何
か
。

「
回
答

」

本
年
八
月
二
十
日
付
で
、
四

市
複
合
事
務
組
合
よ
り
本

市
に
対
し
「
第
二
斎
場
建

設
用
地
の
提
供
に
係
る
検

討
の
要
請
に
つ
い
て

」
と
い

う
文
書
が
送
付
さ
れ
た
。
内

容
は
、
八
千
代
市
桑
橋
に
お

け
る
第
二
斎
場
の
建
設
計

画
を
断
念
し
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
な
斎
場
用
地
の
提
供

を
求
め
る
検
討
要
請
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
は
、
現
在

の
馬
込
斎
場
の
火
葬
能
力

が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
斎
場
用
地

の
確
保
は
、
喫
緊
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ

の
度
の
用
地
検
討
要
請
を

受
け
、
庁
内
に
、
副
市
長
を

委
員
長
と
し
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
検
討
作
業
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。


